
内
藤
会
長
の
後
を
継
い
で
経
和
会
会
長

と
な
り
ま
し
た
田
坂
敏
幸
（
Ｓ
四
七
年

卒
）
で
す
。

経
和
会
執
行
部
も
若
返
り
、
二
人
の
副

会
長
の
権
田
憲
吉
氏
（
企
画
委
員
長
）、

須
藤
富
平
氏
（
総
務
委
員
長
）
と
二
人
の

常
務
理
事
の
平
本
一
郎
氏（
広
報
委
員
長
）、

大
橋
秀
夫
氏
（
財
務
委
員
長
）
を
中
心
に

若
手
の
理
事
の
方
々
が
張
り
切
っ
て
活
動

し
て
い
ま
す
の
で
よ
ろ
し
く
ご
支
援
く
だ

さ
い
。

さ
て
、
母
校
埼
玉
大
学
も
四
月
よ
り
前

経
済
学
部
長
の
上
井
喜
彦
教
授
が
学
長
と

な
り
若
返
り
を
果
た
し
ま
し
た
。
経
済
学

部
出
身
の
学
長
誕
生
と
い
う
こ
と
と
、
ま

た
、
代
わ
っ
て
経
済
学
部
長
に
は
伊
藤
修

経
済
学
部
教
授
が
就
任
さ
れ
ま
し
た
こ
と

共
に
誠
に
お
め
で
た
く
心
よ
り
お
慶
び
を

申
し
上
げ
ま
す
。

今
年
度
の
経
和
会
は
卒
業
生
の
参
加
を

呼
び
か
け
、
若
さ
溢
れ
る
同
窓
会
活
動
を

推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
今
ま
で
経

和
会
活
動
に
参
加
し
な
か
っ
た
方
、
特
に

平
成
に
な
っ
て
卒
業
さ
れ
た
方
の
学
年
理

事
が
不
足
し
て
い
ま
す
の
で
わ
れ
こ
そ
は

と
思
う
方
は
参
加
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

各
学
科
一
名
、
す
な
わ
ち
学
年
三
名
の
学

年
理
事
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
か
ら
学
年
理
事
の
有
無
や
名
前
を
確

認
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
理
事
を
希
望

さ
れ
る
方
の
経
和
会
事
務
局
へ
の
ご
連
絡

を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

学
年
理
事
の
活
動
は
同
窓
会
総
会
時
の

同
期
へ
の
呼
び
か
け
や
学
生
の
就
職
支
援

な
ど
が
主
で
、
と
り
わ
け
忙
し
い
業
務
は

あ
り
ま
せ
ん
が
将
来
に
向
け
し
っ
か
り
し

た
同
窓
会
組
織
を
作
り
上
げ
た
い
と
思
っ

て
お
り
ま
す
。
な
お
、
理
事
の
い
る
年
次

の
同
期
会
開
催
に
は
経
和
会
か
ら
開
催
補

助
金
を
支
給
す
る
こ
と
を
考
え
て
い
ま
す
。

昨
年
秋
に
は
株
式
会
社
ア
イ
ネ
ッ
ト
会

長
の
池
田
典
義
氏
の
呼
び
か
け
で
横
浜
に

て
経
和
会
同
窓
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
関
西
で
も
経
和
会
関
西
支
部
が
立

ち
上
が
り
ま
し
た
。
支
部
長
は
Ｓ
四
七
年

卒
の
飯
塚
文
夫
氏
で
す
。
関
西
に
勤
務
の

卒
業
生
へ
の
支
援
と
親
睦
を
中
心
に
活
動

を
開
始
い
た
し
ま
す
。
関
西
勤
務
と
な
り

お
困
り
の
方
は
す
ぐ
に
で
も
連
絡
を
取
っ

て
く
だ
さ
い
。
本
部
事
務
局
が
窓
口
に
な

り
ま
す
。

昨
年
一
一
月
に
は
埼
玉
大
学
主
催
の
ホ

ー
ム
カ
ミ
ン
グ
・
デ
ー
が
同
窓
会
連
合
会

共
催
で
開
催
さ
れ
、大
学
が
卒
業
生
に
向
か

っ
て
行
動
を
開
始
し
た
年
で
も
あ
り
ま
し

た
。こ
れ
か
ら
は
毎
年
開
催
さ
れ
る
と
の
こ

と
で
す
。
今
年
度
は
経
和
会
も
経
済
学
部

と
共
に
積
極
的
に
支
援
す
る
つ
も
り
で
す
。

ま
た
、
学
生
か
ら
の
要
望
が
強
か
っ
た

「
埼
玉
大
学
大
学
歌
」
が
制
定
さ
れ
、
Ｃ

Ｄ
を
製
作
し
「
埼
玉
大
学
発
展
基
金
」
に

寄
付
さ
れ
た
方
々
に
配
布
さ
れ
ま
し
た
。

寄
付
さ
れ
た
方
に
は
こ
れ
か
ら
も
Ｃ
Ｄ

が
贈
呈
さ
れ
ま
す
の
で
発
展
基
金
へ
の
寄

付
が
ま
だ
の
方
は
是
非
協
力
し
よ
う
で
は

あ
り
ま
せ
ん
か
。

こ
の
Ｃ
Ｄ
に
は
教
育
学
部
の
鈴
木
静
哉

教
授
が
作
曲
さ
れ
た
「
埼
玉
大
学
祝
典
序

曲
」
が
収
録
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
こ
の
曲

に
は
旧
制
浦
和
高
等
学
校
の
校
歌
「
大
い

な
る
か
な
」
が
挿
入
さ
れ
て
お
り
、
埼
大

生
の
合
唱
に
よ
り
歌
わ
れ
、
音
楽
で
旧
制

高
校
と
大
学
の
架
け
橋
と
な
っ
て
い
ま
す
。

是
非
一
度
、
お
聞
き
く
だ
さ
い
。

最
後
に
今
年
一
月
経
済
学
部
の
卒
業
生

有
志
が
中
心
と
な
っ
て
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

精
神
で
大
学
、
学
生
、
同
窓
会
の
三
者
を

支
援
し
よ
う
と
の
声
が
高
ま
り
「
株
式
会

社
埼
玉
学
術
事
業
会（
社
長

栗
原
毅
氏
・

Ｓ
三
八
年
文
理
学
部
卒
）」が
誕
生
し
ま
し

た
。
さ
ま
ざ
ま
な
支
援
活
動
を
行
っ
て
い

き
ま
す
の
で
、
同
社
の
活
動
に
協
力
し
た

い
と
思
わ
れ
る
方
の
ご
参
加
を
お
願
い
す

る
次
第
で
す
。

私
は
こ
の
三
月
ま
で
経
済
学
部
長
の
職
に
あ

り
ま
し
た
が
、
四
月
に
埼
玉
大
学
長
に
就
任
し
、

日
々
責
任
の
重
さ
を
感
じ
て
い
る
次
第
で
す
。

本
学
は
来
年
、
建
学
六
〇
周
年
を
迎
え
ま
す
。

こ
の
時
に
あ
た
り
、
本
学
は
個
性
を
磨
き
、
輝

き
を
増
し
、
存
在
感
を
一
層
高
め
る
と
い
う
課

題
を
果
た
さ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

四
年
前
に
国
立
大
学
が
法
人
化
さ
れ
て
以
来
、

財
政
面
を
は
じ
め
、
本
学
を
取
り
巻
く
環
境
は

厳
し
く
な
る
ば
か
り
で
す
が
、
萎
縮
し
て
い
て

は
前
進
し
な
い
と
私
は
考
え
て
い
ま
す
。
そ
こ

で
、
不
足
す
る
と
こ
ろ
は
協
働
と
連
携
で
カ
バ

ー
す
る
と
い
う
発
想
で
、
外
部
の
諸
機
関
と
も

協
議
し
、
教
育
、
研
究
、
社
会
貢
献
の
各
分
野

で
新
し
い
試
み
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
よ
う
と
準
備

を
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

も
ち
ろ
ん
、
教
職
員
は
埼
玉
大
学
の
発
展
の

た
め
に
奮
闘
し
ま
す
。
経
和
会
の
皆
さ
ん
に
は
、

学
生
の
就
職
活
動
支
援
や
発
展
基
金
へ
の
ご
寄

付
等
、
大
変
ご
協
力
を
い
た
だ
い
て
ま
い
り
ま

し
た
が
、
尚
一
層
ご
支
援
・
ご
協
力
を
賜
り
ま

す
よ
う
、
心
よ
り
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

埼玉大学発展基金は一昨年末にスタート
し、１年半が経過しました。
卒業生の皆様からは３月末現在、約２０００

名の方々から寄附をしていただきました。
経済学部卒業生からは約２６０名の方から

ご寄付いただいています。誠にありがとう
ございました。紙面をもって厚く御礼申し
上げます。
現在全学で約６５００万円が寄付されました

がまだまだ目標の５億円にほど遠い状況です。
引き続き、ご寄付をお願い申し上げます。
埼玉大学では国から交付される運営費交

付金が毎年１％ずつ（年約６４００万円）削減
されていますが大半が教職員の人件費であ
り、財政的に苦しい状況にありますので、
今後とも皆様からのご支援をお願い申し上
げます。
※振込みされる方は郵便局や銀行から氏名、学
部、卒業年次を記載の上、お振込みください。

�寄付された方は大学ホームページの発展
基金のページにご芳名を掲載しています。

�ご寄付いただいた卒業生全員には感謝状
と「大学歌CD」をお送りしています。

�５万円以上寄付された方は大学会館のパ
ネルにご芳名を掲載しています。

�３０万円以上寄付された方にはクリスタル
の記念楯が贈られています。

さらに、昨年より卒業生を大学に招待す
るホームカミングデーが開催されました。
発展基金にご寄付された方には招待状をお
送りしましたが、卒業生はどなたでも参加
できます。今年も開催いたしますので是非
皆さんのご参加をお待ちしております。

（埼玉大学 発展基金室事務局）

一

日

時

平
成
２０
年
７
月
１２
日
�

総
会
・
講
演
会

１３
時
（
受
付
開
始
１２
時
３０
分
）

懇
親
会

１５
時
３０
分
〜
１７
時
３０
分

二

場

所

埼
玉
大
学
大
久
保
キ
ャ
ン
パ
ス

さ
い
た
ま
市
桜
区
下
大
久
保
２
５
５

�
０
４
８（
８
５
８
）９
２
１
８

�
総
会
・
講
演
会

「
経
済
学
部
５
０
４
講
義
室
」

�
懇
親
会
「
大
学
会
館
３
階
大
会
議
室
」

三

講

演

「
山
一
證
券
破
綻
に
至
る
経
営
問
題
」

講

師

伊
藤

修

（
埼
玉
大
学
経
済
学
部
学
部
長
）

四

懇
親
会
会
費

五
、〇
〇
〇
円

（
経
済
学
部
学
生
・
院
生
は
無
料
）

五

交

通

Ｊ
Ｒ
京
浜
東
北
線
「
北
浦
和
駅
」
よ
り
埼

玉
大
学
行
バ
ス
１５
分
ま
た
は
埼
京
線
「
南

与
野
駅
」
よ
り
埼
玉
大
学
行
バ
ス
１０
分

（
タ
ク
シ
ー
利
用
の
場
合
、
南
与
野
か
ら

１
０
０
０
円
程
度
）

六

出
欠
連
絡

６
月
２３
日
�
ま
で
に
同
封
は

が
き
に
て
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
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若
手
卒
業
生
に
期
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す
る

会
長

田
坂

敏
幸
（
Ｓ
４７
年
卒
）

埼玉大学発展基金報告 学学
長長
就就
任任
にに

ああ
たた
っっ
てて

埼
玉
大
学

学
長

上
井

喜
彦
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維
持
管
理
開
放
事
業

に
つ
い
て

埼
玉
大
学
事
務
局

参
事
役

千
葉

新

（
経
済
学
部
五
八
年
卒
）
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つつつつつつつつつつつつつつつつつつ
いいいいいいいいいいいいいいいいいい
てててててててててててててててててて

埼
玉
大
学
就
職
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー

国
立
大
学
が
独
立
行
政
法
人
と
な

り
四
年
が
経
過
し
ま
し
た
が
、
そ
の

間
埼
玉
大
学
も
他
の
国
立
大
学
と
同

様
に
、
自
主
自
立
の
法
人
運
営
を
求

め
ら
れ
、
そ
の
進
捗
に
対
し
て
評
価

が
な
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

大
学
は
教
育
と
研
究
を
礎
と
し
、
そ

の
成
果
を
社
会
に
還
元
す
る
こ
と
を

求
め
ら
れ
て
お
り
ま
す
が
、
と
く
に

法
人
化
後
の
大
学
で
は
地
域
と
の
結

び
つ
き
、
地
域
へ
の
貢
献
等
も
重
要

と
な
っ
て
き
て
お
り
ま
す
。
大
学
施

設
に
つ
い
て
は
す
で
に
図
書
館
等
を

地
域
開
放
し
て
お
り
ま
し
た
が
、
運

動
施
設
に
つ
い
て
も
広
い
ス
ペ
ー
ス

を
有
し
て
い
る
こ
と
か
ら
利
用
し
た

い
と
の
地
域
の
方
々
の
希
望
が
あ
り

ま
し
た
。
運
動
施
設
を
地
域
に
開
放

す
る
こ
と
に
よ
り
、
地
域
貢
献
の
一

助
と
し
埼
玉
大
学
と
地
域
と
の
結
び

つ
き
を
強
め
て
い
く
こ
と
が
で
き
る

の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

ま
た
、
埼
玉
大
学
の
運
動
施
設
は

年
月
の
経
過
と
と
も
に
老
朽
化
し
て

い
る
施
設
が
多
く
、
改
修
が
必
要
と

さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
校
舎
等
も
ま

た
老
朽
化
し
て
き
て
い
る
状
況
に
あ

り
、
整
備
の
優
先
順
位
は
低
く
な
ら

ざ
る
を
え
ず
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
が
デ
コ

ボ
コ
し
て
い
た
り
、
テ
ニ
ス
コ
ー
ト

の
表
面
が
剥
が
れ
て
し
ま
っ
て
い
て

も
、
改
修
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
で

お
り
ま
し
た
。
そ
う
し
た
中
、
国
立

大
学
の
法
人
化
を
機
に
、
法
人
の
自

助
努
力
が
求
め
ら
れ
て
き
た
こ
と
も

あ
り
、
民
間
の
力
を
取
り
入
れ
た
施

設
整
備
の
方
策
に
つ
い
て
三
年
ほ
ど

前
か
ら
検
討
を
始
め
、
平
成
一
八
年

五
月
に
は
Ｗ
Ｇ
を
立
ち
上
げ
具
体
的

な
検
討
を
進
め
て
き
た
わ
け
で
す
。

施
設
の
改
修
に
あ
た
っ
て
は
、
改

修
施
設
を
大
学
に
寄
附
し
て
い
た
だ

く
こ
と
が
前
提
で
あ
り
、
ま
た
こ
の

事
業
が
利
益
目
的
で
な
く
、
大
学
の

教
育
・
研
究
の
成
果
を
地
域
に
還
元

す
る
と
い
う
大
き
な
枠
組
み
が
あ
り

ま
し
た
の
で
、
平
成
一
八
年
一
一
月

に
説
明
会
を
開
き
、
趣
旨
を
理
解
し

て
応
じ
て
い
た
だ
け
る
方
を
公
募
い

た
し
ま
し
た
。
幸
い
な
こ
と
に
地
元

の
企
業
が
地
域
貢
献
の
観
点
か
ら
応

じ
て
く
れ
ま
し
て
、
こ
の
事
業
が
進

み
始
め
た
と
こ
ろ
で
す
。
平
成
一
九

年
八
月
に
表
面
が
剥
が
れ
て
い
た
テ

ニ
ス
コ
ー
ト
六
面
を
人
工
芝
の
コ
ー

ト
に
改
修
し
、
一
一
月
か
ら
会
員
制

の
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
を
立
ち
上
げ
地

域
へ
の
開
放
を
行
い
、
本
学
の
先
生

も
関
与
し
た
ス
ク
ー
ル
も
始
ま
り
ま

し
た
。
今
後
、
毎
年
少
し
ず
つ
で
は

あ
り
ま
す
が
、
他
の
施
設
の
改
修
を

行
っ
て
い
く
予
定
で
す
。
地
域
の

方
々
の
利
用
が
着
実
に
増
え
て
い
き
、

埼
玉
大
学
が
よ
り
一
層
地
域
に
浸
透

し
て
い
く
こ
と
が
で
き
れ
ば
い
い
の

で
は
な
い
か
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

昨
年
は
就
職
戦
線
が
売
り
手
市
場

に
な
っ
た
こ
と
に
加
え
、
経
和
会
の

就
職
相
談
員
五
名
が
中
心
と
な
っ
て

全
学
の
就
職
支
援
活
動
に
取
り
組
ん

だ
結
果
、
素
晴
ら
し
い
入
社
状
況
と

な
り
ま
し
た
。

業
界
で
は
金
融
と
公
務
員
に
人
気

が
集
中
し
大
手
銀
行
、
生
損
保
や
さ

い
た
ま
市
役
所
な
ど
の
大
量
入
社
と

な
っ
て
い
ま
す
。（
読
売
ウ
ィ
ー
ク

リ
ー
二
月
一
七
日
号
の
五
六
大
学

（
首
都
圏
・
近
畿
圏
）
の
業
種
別
就

職
ラ
ン
ク
で
公
務
員
・
教
員
部
門
で

第
一
位
と
な
り
ま
し
た
。

ま
た
、
経
済
学
部
生
の
就
職
状
況

で
は
さ
い
た
ま
市
の
八
人
を
最
高
に

一
企
業
に
複
数
の
内
定
者
が
で
る
よ

う
に
な
っ
た
こ
と
や
、
地
元
志
向
の

Ｕ
‐
タ
ー
ン
就
職
（
県
庁
、
市
役
所
、

地
元
銀
行
な
ど
）
も
目
立
ち
ま
し
た
。

業
種
で
は
今
ま
で
学
生
の
関
心
の
薄

か
っ
た
リ
ー
ス
会
社
が
オ
リ
ッ
ク
ス

を
筆
頭
に
東
京
リ
ー
ス
、
興
銀
リ
ー

ス
な
ど
が
就
職
先
と
な
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
Ｉ
Ｔ
企
業
へ
の
就
職
は
離

職
率
の
高
い
業
界
と
い
う
こ
と
も
あ

っ
て
、
志
望
者
が
減
っ
て
い
ま
す
。

一
、
九
月
末
に
文
系
理
系
別
就
職
総

合
セ
ミ
ナ
ー
を
皮
切
り
に
約
五
〇

回
近
く
の
セ
ミ
ナ
ー
や
企
業
説
明

会
を
開
催
し
ま
し
た
。

二
、
業
界
研
究
・
企
業
研
究
セ
ミ
ナ

ー
を
七
回
シ
リ
ー
ズ
で
開
催
し
、

多
く
の
経
和
会
メ
ン
バ
ー
に
毎
回

の
よ
う
に
ゲ
ス
ト
ス
ピ
ー
カ
ー
と

し
て
業
界
・
企
業
の
特
徴
を
話
し

て
い
た
だ
い
た
。
学
生
に
は
大
好

評
で
し
た
。
参
加
さ
れ
た
方
々
に

は
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。

三
、
一
一
月
に
は
あ
ら
ゆ
る
業
界
か

ら
一
流
企
業
八
六
社
を
選
び
、会
社

説
明
会
を
学
内
で
開
催
し
ま
し
た
。

昨
今
の
学
生
は
就
職
活
動
に
自

信
が
な
く
、
な
ん
と
な
く
中
小
の

企
業
を
選
ぶ
風
潮
が
あ
り
ま
す
。

そ
こ
で
学
生
に
自
信
を
持
っ
て

企
業
選
び
を
し
て
も
ら
う
よ
う
に

と
企
業
選
び
に
工
夫
を
凝
ら
し
、

都
市
銀
行
や
ト
ヨ
タ
、
日
本
航
空
、

キ
ヤ
ノ
ン
な
ど
の
一
流
企
業
を
招

い
て
実
施
し
ま
し
た
。

学
生
の
評
判
も
高
か
っ
た
で
す
。

四
、
一
一
月
三
日
の
む
つ
め
際
の
初

日
に
三
年
次
と
大
学
院
一
年
次
の

保
護
者
を
大
学
に
招
い
て
就
職
懇

談
会
を
開
催
し
た
。
約
五
〇
〇
名

の
保
護
者
が
参
加
し
、
熱
心
に
就

活
の
話
に
耳
を
傾
け
ら
れ
、
懇
談

会
終
了
後
も
個
別
面
談
を
行
い
就

職
相
談
員
や
学
部
の
進
路
指
導
の

教
員
が
対
応
を
行
い
ま
し
た
。

二
〇
〇
一
年
、
入
学
。

授
業
。
最
前
列
、
留
学
生
の
ま
っ
す
ぐ
な
視
線
。
笑
み
。

焦
が
れ
る
も
の
が
あ
っ
た
。

八
木
信
一
。
目
の
覚
め
る
情
熱
的
な
講
義
に
思
わ
ず
顔
を

あ
げ
た
。

研
究
室
に
遊
び
に
ゆ
き
、
本
の
読
み
方
を
教
わ
っ
た
。

紙
か
ら
新
世
界
が
飛
び
出
す
よ
う
だ
っ
た
。

学
内
に
宇
井
純
の
資
料
が
眠
る
地
域
共
生
セ
ン
タ
ー
が
あ

る
と
伺
う
。

狭
い
エ
レ
ベ
ー
タ
を
不
安
な
気
持
ち
で
の
ぼ
っ
た
。

資
料
を
手
に
取
る
と
急
に
抱
き
し
め
ら
れ
た
よ
う
に
、

同
時
に
、
つ
き
は
な
さ
れ
た
よ
う
に
感
じ
た
。

困
惑
し
た
。

知
り
た
い
と
思
っ
た
。

知
り
た
い
と
。

日
常
を
、
日
常
を
支
え
る
見
え
な
い
構
造
を
。

静静
かか
にに
眠眠
るる
宇宇
井井
先先
生生
のの
魂魂
のの
音音
をを
、、

豊豊
かか
なな
るる
四四
季季
のの
移移
ろろ
いい
をを
感感
じじ
なな
がが
らら

経経
済済
学学
部部
棟棟
のの
森森
をを
抜抜
けけ
たた
。。

岩岩
見見
良良
太太
郎郎
とと
のの
出出
会会
いい
。。

ジジ
ェェ
ーー
ンン＝＝

ジジ
ェェ
イイ
ココ
ブブ
スス

『『
アア
メメ
リリ
カカ
大大
都都
市市
のの
死死
とと
生生
』』
よよ
りり
学学
ぶぶ
まま
ちち
づづ
くく
りり

のの
真真
髄髄
。。

眉眉
間間
にに
しし
わわ
をを
寄寄
せせ
なな
がが
らら
話話
ささ
れれ
たた

言言
葉葉
ひひ
とと
つつ
、、
ひひ
とと
つつ
がが
ゼゼ
ミミ
室室
にに
響響
くく
。。

日日
常常
にに
彩彩
をを
添添
ええ
、、
街街
をを
舞舞
台台
にに
物物
語語
をを
紡紡
いい
でで
ゆゆ
くく
とと

いい
うう

豊豊
かか
ささ
をを
教教
ええ
てて
くく
だだ
ささ
っっ
たた
師師
にに
、、
友友
人人
にに
出出
会会
ええ
たた

場場
所所
。。

資資
料料
室室
書書
庫庫
。。
天天
井井
まま
でで
届届
くく
高高
いい
書書
棚棚
。。

階階
段段
をを
上上
りり
、、
背背
表表
紙紙
のの
文文
字字
にに
届届
いい
たた
とと
きき
のの

ああ
のの
精精
神神
のの
開開
けけ
たた
よよ
うう
なな
、、
とと
きき
めめ
きき
。。

大大
学学
自自
体体
がが
個個
性性
をを
出出
そそ
うう
、、
何何
かか
をを
仕仕
掛掛
けけ
よよ
うう
とと
いい

うう
中中
心心
とと
なな
るる
のの
でで
はは
なな
くく
、、

何
か
を
見
つ
け
た
い
と
す
る
多
く
の
者
が
主
体
性
を
持
っ

て
集
い
、
挑
戦
し
、

真
実
を
、意
味
を
積
極
的
に
求
め
続
け
る「
迷
い
と
希
望
」

の
主
体

溢
れ
る
大
学
で
あ
っ
て
ほ
し
い
。

（２名以上の内定先）
さいたま市役所 ８
りそなグループ ４
日本生命 ４
みずほフィナンシャル ４
武蔵野銀行 ３
国民生活金融公庫 ３
三井住友海上火災 ３
朝日生命保険 ３
オリックス ３
七十七銀行 ３
全国信用共同組合連合会 ３
日立キャピタル ３
財務省 ２
国税庁関東信越国税局 ２

国税庁大宮税務署 ２
中央労働金庫 ２
中小企業金融公庫 ２
郵便事業 ２
川口市役所 ２
三菱東京UFJ銀行 ２
常陽銀行 ２
大和證券 ２
住友生命 ２
大同生命 ２
KDDI ２
森ビル ２
葵プロモーション ２
埼玉大学 １
その他
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埼
玉
大
学
に
寄
せ
る
思
い

西
本

千
尋

第 3 回 優 秀 論 文 表 彰

優秀論文（経和会長賞）
胡 迪 「中国における日系自動車メーカーのマーケティ

ング―トヨタ、ホンダの事例を中心に―」
小林 穣 「時間距離の変動がもたらす人口動態への影響」
進藤季美恵 「『つくばみらい市』の未来」
平村 隆行 「ストリートパーフォーマンスによってまちは活

性化されるのか ～ストリートパーフォーマン
スがまちや人々に与える影響の解明～」

TOPICS

詳しくは、http : //www.sari.
co.jp/１１tennis.html

Profile
２００１年４月
埼玉大学経済学部社会設計学
科 入学

２００５年３月
埼玉大学経済学部社会設計学
科 卒業

２００５年９月
株式会社ジャパンエリアマネ
ジメント設立
株式会社ジャパンエリアマネ
ジメント代表取締役

事業内容
（提供する３つのサービス）
�「Money」
まちづくりのお金を生み出そ
う！
ストリート広告事業

�「Service」
地域の課題を解決しよう！
地域課題解決事業

�「Human & Knowledge」
まちづくりを学ぼう！
研究・研修事業

改修工事の完了したテニスコート

浦和レッズのエンブレムは埼玉大学の前
身・埼玉師範学校校舎の「鳳翔閣」をモチ
ーフに作られています。
校舎全体がエンブレムの上部に使われて

います。

埼玉縣師範学校・鳳
翔閣
（明治１１年新築、大
正３年県立図書館へ
移管、昭和４７年浦和
郷土博物館（三室）に
復元建築）

就
活
プ
レ
セ
ミ
ナ
ー
で
講
演
す
る
ジ
ャ

ニ
カ
・
サ
ウ
ス
ウ
ィ
ッ
ク
さ
ん
（
Ｎ
Ｈ

Ｋ
英
語
講
師
で
イ
メ
ー
ジ
マ
ネ
ジ
メ
ン

ト
の
専
門
家
）

埼玉大学図書館

平成１９年度総会にて



昨年１１月２８日から１２月２日まで

の１週間の日程で、経済学部井原

基ゼミの学生１０名が「国際学生交

流プログラム」の一環で、タイの

チュラロンコーン大学を訪問した。

１０名の学生は、チュラローンコン

大学でタイの社会・経済・文化を

学び、また、現地の学生の家でホ

ームステイをするなどして交流を

深めた。

埼玉大学とチュラロンコーン大

学の交流は、１９９７年に双方の経済

学部が国際交流協定を結んだとき

に始まる。最初は学術交流が中心

だったが、その後、双方の経済学

部の学生が相互に訪問しあう「国

際学生交流プログラム」に発展し、

毎年３月にチュラロンコーン大学

経済学部の学生が埼玉大学を訪問、

そして本学経済学部の学生も毎年

１１月にチュラロンコーン大学を訪

問している。

参加した学生は、「お金では買

うことはできない貴重な体験が出

来た」「この異文化体験を学生の

うちに体験できてよかった。この

経験を社会に出たときに生かして

いきたい」と話していた。

埼玉大学経済学部では、タイ・

チュラロンコーン大学経済学部の

ほかにも、中国・

中国人民大学経済

学院・商学院と協

定を結び、活発な

学生交流・学術交

流が行われている。

また大学としても、

国際交流戦略構想

を立ち上げ、「地

域に根ざし、世界

に開かれた大学」

を目指している。

今後の埼玉大学

経済学部の国際交

流を担う人材の育

成と、自立した特

色ある国際共同研

究の推進に期待さ

れよう。

経和会の皆様には平素たいへんお世話にな

り、心より御礼申し上げます。上井喜彦前学

部長が新学長に就任し、私が後任の経済学部

長をつとめることとなりました。

私は主目標を《レベルアップ／ランクアッ

プ》に置きたいと考えております。

今年度より経済学・経営学・法学の１年次

必修３基本科目を新設、幅広い基礎を全員に

徹底した上で、演習などの少人数指導を積み

上げます。入試にも工夫をこらし、優秀な学

生を集めます。定評を得つつある社会人大学

院はひきつづき本学部の牽引役です。もちろ

ん教員は学界をリードするような研究成果を

あげていかなければなりません。

本学は現在「世界の大学トップ５００」の中

位に入っているそうですが、これらの取組み

で近々より上位に進出し、存在感を高めたい

と考えます。

少子化のもと、多くの優秀な志願者を集め

ることが死活の課題です。経和会の皆様には、

ますますのご発展を祈念致しますとともに、

卒業生・現役を合わせた埼大同窓 identity の

高揚、志願者の獲得について、特にご支援を

賜りたく存じます。ご協力のほど何卒よろし

くお願い致します。

▼
▼
李
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
経
済
学
科

私
達
李
ゼ
ミ
は
、
産
業
連
関
分
析
に
つ
い
て
学
ん
で
い
ま

す
。
産
業
連
関
分
析
と
は
、
ア
メ
リ
カ
の
経
済
学
者
で
あ
る

レ
オ
ン
チ
ェ
フ
が
発
展
さ
せ
た
理
論
で
、
経
済
構
造
や
経
済

波
及
効
果
等
を
分
析
す
る
の
に
と
て
も
有
用
な
理
論
で
す
。

ゼ
ミ
で
の
活
動
は
、
産
業
連
関
分
析
に
つ
い
て
書
か
れ
た

テ
キ
ス
ト
を
各
自
で
読
ん
で
き
て
レ
ジ
ュ
メ
を
作
成
、
発
表

し
、
そ
れ
に
つ
い
て
討
論
し
て
い
く
と
言
う
形
式
を
と
っ
て

い
ま
す
。
も
し
、
テ
キ
ス
ト
に
難
し
い
所
が
あ
れ
ば
、
李
先

生
が
優
し
く
教
え
て
く
れ
ま
す
。

ま
た
、
三
年
生
と
二
年
生
と
で
共
に
活
動
す
る
た
め
、
三

年
生
の
論
文
作
成
の
過
程
や
発
表
を
聞
く
こ
と
で
論
文
を
作

成
す
る
、
発
表
す
る
と
言
う
こ
と
を
二
年
生
は
直
に
学
ぶ
こ

と
も
で
き
ま
す
。

特
に
、
私
た
ち
の
ゼ
ミ
は
生

徒
自
身
の
自
主
性
が
尊
重
さ
れ

て
お
り
、
ゼ
ミ
の
運
営
や
イ
ベ

ン
ト
等
は
生
徒
自
身
が
考
え
、

相
談
し
、
実
行
し
て
い
く
と
い

う
の
が
最
大
の
特
徴
で
す
。

そ
う
し
た
活
動
は
、
産
業
連

関
分
析
の
知
識
を
よ
り
深
め
る

だ
け
で
な
く
、
仲
間
と
の
絆
も

よ
り
一
層
深
い
も
の
に
な
っ
て

い
き
ま
す
。

李
ゼ
ミ
は
い
つ
も
楽
し
く
活
発
な
ゼ
ミ
だ
と
思
っ
て
い
ま

す
。

（
二
年

芦
川
勇
樹
）

▼
▼
山
下
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
経
営
学
科

私
た
ち
山
下
勇
一
ゼ
ミ
で
は
、
主
に
「
経
営
情
報
」
に
つ

い
て
勉
強
し
て
い
ま
す
。

昨
年
六
月
、
ア
メ
リ
カ
の
影
響
を
受
け
日
本
版
Ｓ
Ｏ
Ｘ
法

が
施
行
さ
れ
た
の
も
記
憶
に
新
し
い
か
と
思
い
ま
す
。
日
本

で
も
企
業
経
営
の
存
続
に
か
か
わ
る
ほ
ど
の
相
次
ぐ
会
計
不

祥
事
や
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
欠
如
に
よ
る
事
件
が
多
発
し
、

こ
れ
ら
を
防
ぐ
た
め
、
財
務
報
告
や
内
部
統
制
な
ど
に
正
確

で
不
正
の
な
い
情
報
シ
ス
テ
ム
の
運
用
が
求
め
ら
れ
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。

「
Ｉ
Ｔ
の
こ
と
は
理
系
や
情
報
の
専
門
家
に
任
せ
れ
ば
い

い
」
そ
う
思
う
大
学
生
は
多
い
で
し
ょ
う
。

し
か
し
、
シ
ス
テ
ム
を
構
築
す
る
側
で
な
く
と
も
、
運
用

し
て
い
く
側
つ
ま
り
経
営
家
に
と
っ
て
も
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ

の
基
礎
的
な
利
用
ス
キ
ル
は
も
ち
ろ
ん
、
情
報
に
つ
い
て
の

専
門
的
な
ス
キ
ル
は
必
要
不
可
欠
と
な
る
時
代
。
昨
今
で
は
、

企
業
経
営
の
ど
の
分
野
に
も
Ｉ
Ｔ
が
組
み
込
ま
れ
て
お
り
、

と
て
も
有
意
義
な
学
習
で
あ
る

と
ゼ
ミ
生
全
員
が
確
信
し
て
い

ま
す
。

ゼ
ミ
は
、
二
時
限
あ
る
う
ち
、

前
半
は
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
や
プ
ロ

グ
ラ
ム
に
つ
い
て
基
礎
的
な
学

習
、
後
半
は
経
営
情
報
に
つ
い

て
の
ケ
ー
ス
文
献
を
個
人
、
グ

ル
ー
プ
で
調
査
研
究
、
発
表
し

て
い
ま
す
。
昨
年
は
顧
客
管
理

経
営
、
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
研
究

が
中
心
で
し
た
。

人
数
は
二
〇
人
と
比
較
的
多
め
で
す
が
、
学
年
関
係
な
く

プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
の
繋
が
り
も
深
い
で
す
。
楽
し
く
和
気
あ
い

あ
い
と
笑
い
の
あ
る
風
景
。
そ
ん
な
ゼ
ミ
が
、
私
た
ち
山
下

ゼ
ミ
で
す
。

（
二
年

八
尾
勇
司
）

▼
▼
本
城
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
…
…
…
…
…
…
…
…
社
会
環
境
設
計
学
科

私
た
ち
本
城
ゼ
ミ
は
経
済
法
と
社
会
環
境
設
計
を
テ
ー
マ

と
し
、
独
占
禁
止
法
を
は
じ
め
と
す
る
経
済
法
、
ま
た
関
連

し
て
消
費
者
政
策
を
主
に
勉
強

し
て
い
ま
す
。
そ
の
ほ
か
に
も
、

有
機
農
業
や
、
人
と
し
て
の
生

き
方
、
生
き
る
意
味
を
考
え
る

こ
と
に
も
重
点
を
置
い
て
い
ま

す
。
ゼ
ミ
を
通
し
て
専
門
知
識

を
身
に
付
け
る
こ
と
は
も
ち
ろ

ん
、
卒
業
し
た
後
、
苦
し
い
と

き
な
ど
に
、�
こ
の
ゼ
ミ
に
入

っ
て
よ
か
っ
た
�、�
あ
の
時
こ

ん
な
活
動
を
し
て
お
い
て
よ
か

っ
た
�
と
思
え
る
ゼ
ミ
に
す
る
こ
と
を
目
指
し
日
々
邁
進
し

て
い
ま
す
。

ま
た
、
テ
ー
マ
中
の
有
機
農
業
に
関
連
し
現
在
堆
肥
作
り

を
試
行
中
で
す
。
ま
だ
実
験
の
範
疇
を
出
て
い
ま
せ
ん
が
、

昨
今
の
経
済
活
動
に
お
け
る
有
機
農
業
の
な
し
う
る
役
割
を

把
握
す
る
た
め
に
も
堆
肥
作
り
を
実
践
す
る
こ
と
で
机
上
で

の
み
活
動
す
る
よ
り
も
踏
み
込
ん
だ
理
解
が
で
き
る
よ
う
に

な
る
の
で
は
な
い
か
と
思
っ
て
い
ま
す
。

そ
し
て
何
よ
り
の
魅
力
は
、
ゼ
ミ
で
先
生
の
素
敵
な
笑
顔

が
見
ら
れ
る
こ
と
だ
と
私
は
思
っ
て
い
ま
す
。
先
生
の
笑
顔

の
お
か
げ
か
、
ゼ
ミ
中
は
と
て
も
い
い
雰
囲
気
で
す
。
そ
ん

な
ゼ
ミ
が
私
は
好
き
で
す
。

（
二
年

栗
原
美
和
）

平成２０年５月３０日経 和 会 会 報� 第１１号

学
部
長
就
任
の

ご
挨
拶

経
済
学
部
学
部
長

伊
藤

修

国国 際際 学学 生生 交交 流流 ププ ロロ ググ ララ ムム

ゼ
ミ
ナ
ー
ル

コ
ー
ナ
ー

紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹
介介介介介介介介介介介介介介介介介介介介介介介介介介介介介介介介介介

（
原
稿
は
平
成
二
十
年
二
月
に
寄
稿
戴
き
ま
し
た
）

バイクが行き交うバンコク市街地。

バンコク郊外にあるワット・プラケオ。タイに数多くある寺院の中でも最大級の大きさ。

チュラロンコーン大学経済学部棟の前で井原ゼミの
学生とホームステイ先となった学生の記念撮影。
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